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ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
イ
ジ
ド
ー
ル
・
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
は
、
新
潟
県

で
近
代
的
医
学
教
育
が
始
ま
っ
た
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
そ
の

最
初
の
医
学
教
師
と
し
て
招
か
れ
た
お
雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
で

参
妬
》
ブ
（
》
Ｏ一

九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
、
日
本
側
か
ら
調
査
が
開
始
さ
れ
た

が
、
当
時
は
唯
一
残
っ
て
い
る
一
枚
の
写
真
、
そ
の
全
著
作
目
録
、

そ
し
て
極
め
て
断
片
的
な
情
報
以
外
、
全
く
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。

し
か
し
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
、
演
者
は
、
オ
ー
ド
県
カ
ス

テ
リ
ノ
ー
ダ
リ
ー
か
ら
と
っ
た
本
人
の
戸
籍
原
簿
、
モ
ン
ペ
リ
エ

大
学
医
学
部
博
士
号
証
明
言
、
猟
歩
大
隊
所
属
個
人
調
査
証
明
書

34

来
日
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
の
生
涯

フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
の
報
告

清
水
陽
人
・
蒲
原
宏

３

ガ
ス
ト
ン
・
テ
ィ
シ
ニ
ェ

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ア
ル
マ
ン
ゴ
ー

及
び
軍
経
歴
書
、
レ
ジ
オ
ン
・
ド
・
ヌ
ー
ル
勲
章
授
賞
タ
イ
ト
ル

等
を
頼
り
に
渡
仏
、
生
誕
地
、
オ
ー
ド
県
サ
ル
・
シ
ュ
ル
・
レ
ー

ル
を
訪
問
。
共
同
演
者
で
も
あ
る
当
地
の
郷
土
史
家
ガ
ス
ト
ン
・

テ
ィ
シ
ニ
エ
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ア
ル
マ
ン
ゴ
ー
両
氏
の
知
己
を

得
て
、
こ
の
両
氏
に
よ
り
、
そ
の
後
詳
細
な
調
査
が
開
始
さ
れ
、

今
日
そ
の
全
貌
が
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
、
発
表
の
運
び
と
な
っ
た
。

ヴ
ィ
ダ
ー
ル
は
、
父
母
と
も
に
そ
の
地
方
の
き
わ
め
て
旧
家
の

名
門
の
子
孫
で
あ
っ
た
。
家
族
に
は
神
父
が
多
く
、
従
っ
て
そ
の

彼
も
当
然
こ
の
後
を
継
い
で
神
父
に
な
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
た
。

九
歳
に
し
て
サ
ン
・
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
中
等
神
学
校
に
入
学
、
そ
こ

で
フ
ラ
ン
ス
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
英
語
を
学
ん
だ
。

神
童
で
あ
っ
た
。
一
八
四
八
年
、
リ
ー
ル
軍
医
教
育
病
院
第
二
師

団
で
外
科
医
專
攻
生
と
な
り
、
そ
の
後
、
ト
ウ
ル
ー
ズ
大
学
医
学

部
に
籍
を
置
き
、
精
神
病
院
及
び
市
民
病
院
で
イ
ン
タ
ー
ン
、
平

行
し
て
産
科
学
講
座
に
出
向
、
そ
の
免
許
を
取
得
、
次
い
で
ペ
ル

ピ
ニ
ャ
ン
軍
医
学
校
で
最
終
研
修
を
終
了
し
、
軍
医
に
昇
格
し
た
。

一
八
五
三
年
、
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
医
学
部
博
士
号
修
得
、
一
八
六

四
年
、
レ
ジ
オ
ン
・
ド
・
ヌ
ー
ル
勲
章
侃
用
者
と
な
っ
た
。
一
八

六
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
軍
医
を
突
然
辞
職
、
理
由
は
パ
リ
で
生
ん
だ
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私
生
児
の
発
覚
だ
っ
た
。
一
八
七
二
年
、
来
日
し
た
ヴ
ィ
ダ
ー
ル

は
、
パ
リ
外
国
人
宣
教
会
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
エ
ヴ
ラ
ー
ル
神
父
の

紹
介
で
私
立
新
潟
病
院
の
最
初
の
外
人
医
学
教
師
と
な
っ
た
。
そ

の
時
の
こ
と
を
、
彼
は
そ
の
著
書
「
日
本
の
医
学
』
で
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。
「
…
し
ば
ら
く
し
て
日
本
人
が
深
い
考
え
も
な

く
、
講
義
内
容
と
い
っ
た
も
の
を
作
り
押
し
付
け
る
と
い
っ
た
自

惚
れ
た
傲
慢
な
固
定
観
念
に
気
付
い
た
の
で
、
私
は
実
際
次
の
こ

と
を
予
想
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
彼
等
は
い
わ
ば
付
随
的
な
学

問
や
、
も
し
そ
れ
が
で
き
る
な
ら
解
剖
学
に
よ
っ
て
順
を
追
っ
て

事
を
進
め
よ
う
と
す
る
私
の
目
的
か
ら
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
っ
て
い

っ
た
の
だ
と
。
し
か
し
あ
え
て
告
白
す
る
な
ら
ば
彼
等
が
生
理
学

の
講
義
を
始
め
る
よ
う
私
に
要
求
し
た
時
は
実
際
驚
い
た
と
い
う

他
は
な
い
。
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
彼
等
の
習
慣
に
従
え
ば
、

彼
等
は
最
も
早
く
目
的
に
到
達
す
る
こ
と
を
口
実
に
し
て
な
ん
と

最
後
の
結
論
か
ら
始
め
る
こ
と
を
欲
し
た
の
だ
か
ら
。
私
が
彼
等

の
要
求
ど
お
り
の
大
き
な
ば
か
げ
た
こ
と
を
教
え
よ
う
と
し
た
場

合
、
あ
る
い
は
生
理
学
の
講
義
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
状
態

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
彼
等
に
説
明
し
て
も
結
局
は
む
だ
骨
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼
等
は
理
学
を
は
じ
め
、
自
然
科
学
、
解
剖

学
の
生
か
じ
り
ど
こ
ろ
か
、
初
等
教
育
す
ら
何
も
の
も
受
け
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」

一
八
七
八
年
、
帰
国
後
、
彼
は
郷
里
の
近
く
、
ま
た
終
焉
の
地

で
も
あ
っ
た
マ
ゼ
ー
ル
（
ア
リ
エ
ー
ジ
）
に
居
を
構
え
、
田
舎
医
者

と
し
て
の
生
涯
を
送
っ
た
。
一
八
八
七
年
、
ヴ
ィ
ダ
ー
ル
は
死
去

し
た
が
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
墓
は
今
で
も
こ
の
マ
ゼ
ー
ル
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。
テ
ィ
シ
ニ
エ
氏
は
そ
の
墓
を
前
に
し
て
次
の
よ
う

に
結
ん
で
い
る
。
「
波
澗
に
富
ん
だ
過
去
を
思
う
に
、
あ
あ
何
と
い

う
こ
と
だ
、
こ
の
マ
ゼ
ー
ル
の
墓
は
。
荒
廃
し
荒
れ
放
題
。
ヴ
ィ

ダ
ー
ル
の
名
前
す
ら
な
い
。
消
え
た
の
か
、
人
々
の
つ
れ
な
さ
か
。

こ
の
荒
廃
と
冷
え
を
思
う
と
き
人
間
の
栄
光
と
世
俗
の
名
誉
の
は

か
な
さ
を
深
く
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
か
つ
て
ヴ
ィ
ダ
ー
ル

が
大
き
な
愛
を
込
め
て
作
っ
た
す
ば
ら
し
い
鉄
柵
の
墓
は
朽
ち
果

て
る
ば
か
り
で
あ
る
。
深
い
悲
し
み
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

人
々
の
無
知
が
、
密
か
に
こ
れ
を
忘
却
と
無
知
の
か
な
た
に
追
い

や
っ
て
し
ま
っ
た
。
知
る
も
の
は
、
そ
ば
に
あ
る
た
だ
一
本
の
糸

杉
の
み
で
あ
る
。
」

（
Ｕ
新
潟
市
、
〃
日
本
歯
科
大
学
医
の
博
物
館
、

帥
フ
ラ
ン
ス
）


